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頭付きスタッド

鉄骨（鋼）とコンクリートのズレ止めとして普及している従来型の「垂直スタッド」は、「柔なズレ止め」である
ため、鋼とコンクリートを組み合わせた合成部材に適用した際、組み合わせによる合成効果・相乗効果を十
分に活かしきれません。これに対して、頭付きスタッドを45°傾斜して溶接する「傾斜スタッド」では、「剛なズ
レ止め」の効果が得られるため、合成構造の構造性能を向上させることができます。

【研究シーズの概要】
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傾斜スタッドを用いて高剛性高耐力化した
鋼とコンクリートの接合部

【研究シーズテーマ】

工学部 建築工学科 教授 貞末 和史

研究分野：工学（建築学）
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●傾斜スタッドの適用により，剛なズレ止め効果が得られます。
●高強度スタッドの材料特性を設計強度に反映できます。
●合成構造・混合構造の合成効果・相乗効果を設計で活かすことができます。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

●合成梁や合成桁など鉄骨とコンクリートが並列する接合部への適用
●柱脚や杭頭接合部など鉄骨とコンクリートが直列する接合部への適用
●SRC部材やCFT部材など鉄骨とコンクリートの合成断面部材への適用

【産業界での展開・用途】
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施工例 傾斜スタッドのせん断特性
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